
 
  

放射線治療医学講座 
 

 
【研究プロジェクト名および概要】 
Ⅰ．化学放射線療法の研究 
 Ⅰ－１．脳腫瘍に対する化学療法・分子標的療法併用放射線療法の研究 
 Ⅰ－２．口腔癌、頭頸部癌に対する化学放射線療法・分子標的療法併用放射線療法の研究 
 Ⅰ－３．子宮頸癌に対する化学療法・分子標的療法併用放射線療法の研究 
 Ⅰ－４．進行食道癌に対する化学放射線療法の研究 
 Ⅰ－５．進行非小細胞肺癌に対する化学療法・分子標的療法併用放射線療法の研究 
 
Ⅱ．高精度放射線治療の研究 
 Ⅱ－１．頭頸部癌に対する IMRT および VMAT の研究 
 Ⅱ－２．肝癌に対する四次元放射線治療 (4DRT) および分割定位放射線治療 (FSRT)に関する研究 
 Ⅱ－３．早期肺癌に対する分割定位放射線治療 (FSRT) に関する研究 
 Ⅱ－４．胃リンパ腫における CBCT を用いた画像誘導放射線治療 (IGRT) の最適化に関する研究 
 Ⅱ－５．子宮癌、膣癌に対する腔内照射における三次元治療計画に関する研究 
 Ⅱ－６．血管肉腫に対する VMAT の研究 
 Ⅱ－７．原発性脳腫瘍に対する適応放射線治療の研究 
 Ⅱ－８．転移性脳腫瘍に対する生物学的等価線量に基づいた定位放射線治療の研究 

 
Ⅲ．腫瘍画像の放射線治療応用の研究 
 Ⅲ－１．脳腫瘍における機能画像の放射線治療計画応用 
 Ⅲ－２．頭頸部腫瘍、食道癌、肝癌における機能画像の放射線治療計画応用 
 
Ⅳ．有害事象対策に関する研究 
 Ⅳ－１．原発性肝癌の放射線治療における肝予備能維持を重視した三次元治療計画の研究 
 Ⅳ－２．脾臓線量体積とリンパ球減少の相関に関する研究 

 
Ⅴ．緩和的放射線治療に関する研究 
 Ⅴ－１．骨転移の緩和的放射線治療における奏功予測因子の研究 
 Ⅴ－２．緩和的放射線治療における Non-index pain の意義に関する研究 
Ⅴ－３．非骨転移に対する放射線治療に関する研究 

 
 

【研究者および大学院生】     メールアドレス 研究プロジェクト 
教  授 大屋 夏生 (n-oya@kumamoto-u.ac.jp) Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ 
講  師 松山 知彦 (matsutomo_llp@yahoo.co.jp) Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ 
助  教 
助  教 

福川 喜之 
渡壁 孝弘 

(go44gawalucky@yahoo.co.jp) 
(takahiro.watakabe@gmail.com) 

Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ 
Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ 

大学院生・医員 
医  員 

山田 茂雄 
大津家裕仁 

 Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ 
Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ 

 
【連絡先】Tel: 096-373-5522 
【ホームページ】http://radiatoncol.com/ 
 
【特殊技術・特殊装置】 
 １．Ir-HDR-RALS (High Dose Rate Remote Afterloading System)/ CT-based Planning/ Hybrid RALS 
 ２．3D-CRT (Conformal Radiotherapy)/ 2.5-5 mm-MLC (Multi-leaf Collimator) 
 ３．IMRT (Intensity Modulated Radiotherapy)/ VMAT (Volumetric Modulated Arc Therapy) 
 ４．SRT (Stereotactic Radiotherapy)/ Single-isocenter Multiple Targets SRT 
 ５．4DCT (4-Dimentional Radiotherapy)/ Respiratory Gating System 
 ６．IGRT (Image-guided Radiotherapy) /CBCT (Cone Beam CT) 
 ７．SGRT (Surface-guided Radiotherapy) 
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